






調査の概要
一
一

1．調査の目的と経過（第2図）

河原第14遺 熊本大学文学部考古学研究室では、阿蘇周辺の旧石器時代文化研究の一環として1996～99年

跡調査成果にかけて河原第14遺跡(西原F遺跡)の発掘調査を継続的に実施してきた(1)。その結果、同遺跡
には旧石器文化期の文化層5枚と縄文時代早期後半の文化層1枚が存在することが確認された。

さらに当地域では初めて、百花台型台形石器を含む西北九州系の石器群を層位的に確認した。

鯛査の目的 このように、この地域の層位的安定性および石器群の特徴から、中九州における旧石器時代

文化研究の上で、極めて重要な地域であると判断した。以上の成果を受けて、本年度よりは、

以前から石器採集地として知られ、良好な遺物包含層の存在が予想される、河原第3遺跡を調

査対象とした試掘調査を実施した。

調査経過 調査区は、遺跡中央を走る農道の北側に、土層の堆積状況確認を目的として1トレンチ（2

m×2m)を設定した。 1トレンチではI層からIV層上面まで掘り下げ、 II層からIV層にかけて

縄文時代早期相当期の礫群を検出した。また、調査期間内に1トレンチの完掘をおこなえない

と判断したため、農道南側の露頭に2トレンチ(3.5m×1.5m)を設定した。 2トレンチは層が

厚く I層からの掘り下げが困難であったため、姶良丹沢火山灰（以下AT、約25000年前）層下

位の石器群の様相を確認する目的も兼ねてⅢI層から掘り始めた。 2トレンチではⅢI層からMV層

上面まで掘り下げ、刈帽下部より後期旧石器時代前半期の剥片数点が出土した。また、以上の

調査と並行して2トレンチ西側の露頭部の下に深掘トレンチ(2m×1m)を設定し、露頭の

土層断面図を作成した。遺跡の地形測量は時間の都合により10月に入ってからおこなった。今

調査面積 回の調査面積は、 11m?である。 （安武）

註（1）藤木聡編「付篇西原F遺跡」 「用見崎避跡Ⅲ」研究室活動報告32熊本大学文学部考古学研究室1997
藤本圭司編「II西原F遺跡2」 「考古学研究室報告」第33典熊本大学文学部考古学研究室1998

藤木聡編「II西原F遺跡3」「考古学研究室報告」鰯34集熊本大学文学部考古学研究里1999
橋口剛士編「II西原F遺跡4」『考古学研究室報告j第35集熊本大学文学部考古学研究室2000

2．層序（第1表、図版l中）

今回の調査で確認した層は14枚で、上からI層、 II層…Ⅲ帽とした。その結果、 1I1層中にア

カホヤ火山灰（以下Ah、約6400年前)、Ⅸ層中にATを含むことが確認された。

昨年度まで調査をおこなっていた河原第14遺跡の層序と本遺跡の層序を比較すると、AT下

位の層に違いが見られた。河原第14遺跡のATはVb層下部～VI層上部にかけて含まれ、VI層

中にオレンジ色のパミスが見られた。これに対し、本遺跡では、AT下位に褐色土層であるX

～ⅢI層が堆積し、その下に黒色土層であるⅢI層が堆積していた。このX～ⅢI層中の所々にオレ

ンジ色のパミスが帯状に堆積し、ⅢI層からは遺物が検出されたことから、本遺跡のⅢI層は上述

した河原第14遺跡のⅧ～Ⅷ層と対比できる。しかしながら、本遺跡におけるX～ⅢI層は、河原

第14遺跡では確認されなかった。この理由として、①現在でも遺跡付近に川が存在する、②谷

状の地形であることから遺跡付近が流路になる可能性がある、③河原第14遺跡よりも地形的に

約30m低い、④層中に小礫を多く含んでいる、以上のような要因が考えられ、X～ⅢI層は本遺

跡付近に顕著に堆積したものと考えられる。 （芝）
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3．遺物の出土状況（図版1下）

今回の調査で出土した遺物は総数154点で、その内訳は土器片5点、礫135点、石器14点であ

る。遺物は、 1トレンチ、 2トレンチより出土する。

1トレンチではI層で無文の土器片が3点出土しているが、撹乱を受けているため、原位置

をとどめていない。繩文時代の文化層であるII層では土器片が2点確認された。いずれも無文

の土器片である。 II層からIII層にかけて小礫が散在しており、調査トレンチ南側の切り通し断

面をみるとII層からIV層にかけて礫群の一部と思われる礫を数個確認できることからII層から

III層に含まれる小礫は下位の礫群遺構の一部であると考えられる。今回の調査では礫群の全容

を明らかにすることはできなかった。これについては次回の調査とあわせて報告する。

2トレンチでは旧石器時代の文化層であるⅢIからmII層にかけて剥片が4点、砕片が10点出土

している。いずれも別I層の黒色帯が傾斜し、落ち込んだ部分に分布している。

今回出土した石器のほとんどが風化した安山岩を素材としていた。砕片では黒曜石も3点み

られる。 （宮本）
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4．遺物の概要（図版2）

出土遺物（第4図1～4）

すべて不定形の剥片である。石材はいずれも風化の著しい安山岩である。第4図－3 ． 4は

同一母岩であると思われる。

採集遺物（第4図5～10、第5図、第6図）

5は、 2トレンチ側のV層切り通し断面において採集された押型文土器である。外面全体に

山型文を横行させる。全体の器形は不明である。

6～10は不定形の剥片である。 6は2トレンチ切り通し断面の刈l層の下部にて採集された剥

片である。背面に自然面を残し、風化の著しい安山岩を石材とする。 7は1トレンチ切り通し

断面において採集された。チャートを石材とする。 8は背面に自然面を残す。西北九州産の黒

曜石を石材とする。 9は風化の著しい安山岩を石材とする。遺物番号2と同質の石材である。

10は風化した安山岩を石材とする。

11は台形様石器である。素材剥片を横位に用い、両側縁を折断した後、腹面側から急角度調

整を施す。ほぼ三角形を呈する。石材は安山岩である。 12は、二面を加工した三稜状の尖頭器

である。剥片を横位に利用し、背面には急角度調整により、稜が形成される。左側縁上端には

腹面からのノッチ状の調整が入れられている。石材は西北九州産の黒曜石と思われる。 13は小

型のナイフ形石器である。左側縁に刃部を残し、右側縁全部と左側縁下部に腹面側から急角度

調整を施す。石材は安山岩である。 14～16は不定形の剥片である。 14は右側縁に使用痕（図中

矢印で示す）が観察できる。チャートを石材とする。 15は背面に自然面を残し、それ以外はほ

ぼ全側縁にわたって使用痕が認められる。 16は下部全縁と右側縁の一部、左側縁の一部に使用

痕が認められる。 15， 16とも漆黒の黒曜石を石材とする。 17， 18は細石刃核である。 17は黒曜

石の角礫を用いたものと思われる。調整剥離を上下面に施し、上面に背面方向から細石刃剥離

のための打面を形成している。背而から右側面にかけて8条の細石刃剥離痕がみられる。腹面

には自然面と調整剥離痕を残す。 18も黒曜石の角礫を用い、上面には打面形成のための平坦な

剥離が施されている。背面には、細石刃を剥離した5条の剥離痕がみられる。左側面は素材を

押型文土器
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